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一　

九
州
学
院
創
設
へ
向
け
た

　
　

ル
ー
テ
ル
教
会
宣
教
師
社
団
の
設
立

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
当
時
、
外
国
人
が
日
本
で
土

地
を
取
得
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ル
ー
テ

ル
教
会
が
土
地
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
法
的
に
取
得
可
能

な
公
益
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
同
年
九

月
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
「Lutheran C

hurch V
isitor

」
に
書

き
送
っ
た
文
書
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
現
在
の
日
本
の
法
律
で
、
外
国
人
に
は
土
地
取
得

が
許
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
一
定
の
条
件
が
整
え

ば
、
日
本
の
法
律
に
よ
る
社
団
あ
る
い
は
財
団
の
組
織

で
は
そ
れ
が
可
能
に
な
ろ
う
。
財
産
の
取
得
を
目
的
と

す
る
社
団
の
設
立
の
た
め
に
東
京
に
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
三
ヶ
月
後
に
、
日
本
政
府
に
よ
り
社
団
の
許
可
が

下
っ
た
。
三
ヶ
月
も
待
た
さ
れ
た
こ
と
は
、
土
地
取
得

の
た
め
に
も
良
い
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
」

（「Lutheran C
hurch V

isitor

」
一
九
〇
九・一
〇・七
）

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
二
月
二
二
日
、
ブ
ラ
ウ
ン
は

社
団
申
請
の
た
め
に
上
京
し
、
三
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
内
務

省
に
認
可
の
た
め
の
必
要
書
類
を
提
出
し
た
。
東
京
滞
在
中

の
二
月
二
八
日
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
「
東
京
の
会
員
、
准
会
員
一

同
を
神
田
美
土
代
町
青
年
会
館
の
一
室
に
招
集
し
て
午
後
一

時
か
ら
礼
拝
を
守
り
集
会
を
催
し
た
。
こ
こ
に
東
京
に
於
け

る
ル
ー
テ
ル
教
会
の
最
初
の
礼
拝
が
開
始
さ
れ
、
以
後
在
京

の
宣
教
師
ス
ミ
ス
の
指
導
の
下
に
毎
週
聖
日
の
午
後
一
時
半

か
ら
、
会
員
一
同
集
ま
っ
て
礼
拝
を
守
る
こ
と
が
決
議
さ
れ

た
」（
福
山
猛
編
纂
『
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
史
』
昭
和
二
九

年
四
月
三
〇
日
発
行
、
九
五
頁
）
の
で
あ
っ
た
。
Ｆ
・
Ｄ
・

ス
ミ
ス
は
ブ
ラ
ウ
ン
帰
任
と
と
も
に
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
カ
ウ
ン
シ

ル
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
で
、
明
治
四
一
年
一
〇
月
一
一

日
、
来
熊
後
二
週
間
し
て
東
京
に
移
り
、
明
治
学
院
教
授
ラ
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ン
デ
ス
宅
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
芝
区
田
町
八
丁
目
一
番

地
の
教
師
館
に
移
り
住
み
、
日
本
語
研
修
と
共
に
東
京
在
留

会
員
の
修
養
を
勤
め
た
。
神
田
美
土
代
町
・
基
督
教
青
年
会

館
で
の
日
曜
礼
拝
に
参
集
し
た
ル
ー
テ
ル
教
会
員
は
、
古
瀬

安
俊
（
東
京
医
科
大
学
生
、
五
高
花
陵
会
第
六
回
生
、
熊
本
教

会
員
）、江
副
巽
（
東
京
法
科
大
学
生
、五
高
花
陵
会
第
八
回
生
、

熊
本
教
会
員
）、
武
富
、
草
野
、
古
賀
、
坂
倉
ら
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
後
の
東
京
教
会
の
礎
石
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
東
京
滞
在
中
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学

校
を
始
め
と
す
る
各
学
校
の
実
状
を
視
察
調
査
し
た
。
先
行

開
設
さ
れ
て
い
た
明
治
学
院
や
青
山
学
院
な
ど
の
教
育
課

程
、
各
学
校
の
敷
地
や
設
備
の
実
状
を
調
査
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
三
月
二
日
に
熊
本
に
帰
任
し
た
。

公
益
法
人
の
申
請
は
認
め
ら
れ
、
同
明
治
四
二
年
六
月

二
一
日
付
で
社
団
法
人
「
在
日
本
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部
福

音
ル
ー
テ
ル
教
会
一
致
シ
ノ
ッ
ド
宣
教
師
社
団
」
の
認
可
が

内
務
省
よ
り
下
り
た
。
認
可
を
受
け
た
宣
教
師
社
団
は
、
同

年
七
月
六
日
、
佐
賀
の
リ
ッ
パ
ー
ド
宅
で
第
一
回
総
会
を
開

催
し
た
。
社
団
の
「
理
事
長
に
は
、
Ｃ
・
Ｌ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、

会
計
書
記
に
は
Ａ
・
Ｊ
・
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
を
選
出
す
る
と
と

も
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
と
ミ
ラ
ー
を
任
期
一
ヵ
年
、
ス
タ
イ
ワ
ル

ト
を
任
期
二
ヵ
年
、
リ
ッ
パ
ー
ド
を
任
期
三
ヵ
年
の
理
事
と

し
て
選
出
し
、
理
事
長
及
び
会
計
書
記
を
熊
本
県
裁
判
所
及

び
日
本
政
府
に
届
け
た
」（
徳
善
義
和
編
著
『
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
教
会
百
年
史
』
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
〇
日
発
行
、
二
六

頁
）。二　

九
州
学
院
敷
地
を
購
入

学
校
敷
地
購
入
の
た
め
の
法
的
準
備
が
整
い
、
南
部
一
致

シ
ノ
ッ
ド
宣
教
師
社
団
の
熊
本
宣
教
師
会
は
い
よ
い
よ
敷
地

選
定
と
購
入
に
動
き
出
す
。
実
際
に
土
地
選
定
や
購
入
に
尽

力
し
た
の
は
、
熊
本
教
会
の
山
内
直
丸
牧
師
や
初
代
院
長
と

な
る
遠
山
参
良
五
高
教
授
を
始
め
と
す
る
協
力
者
た
ち
で

あ
っ
た
。

『
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』（
稲
冨
肇
編
輯
、
昭
和
六
年

一
〇
月
一
日
発
行
）・「
座
談
会
、
そ
の
昔か

み

を
語
る
」
で
、
遠

山
院
長
が
土
地
選
定
と
購
入
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
遠
山
に
九
州
学
院
長
を
依
頼
す
る
以
前

の
こ
と
で
あ
る
。

「
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
は
そ
の
事
（
注
・
中
学
校
を
建
て
る

件
）
に
就
い
て
頻
り
と
言
つ
て
ゐ
た
。
然
し
自
分
に
そ

の
相
談
が
来
よ
う
と
は
思
は
な
か
つ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
さ

ん
が
米
国
か
ら
帰
ら
れ
て
、
地
所
を
買
ふ
段
取
に
な
つ

て
、
山
内
、
福
田
、
中
原
等
の
諸
氏
と
自
分
も
地
所
検

分
に
行
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
薬
専
の
裏
の
凸
凹
の
多
い

土
地
も
其
一
つ
で
、坪
五
十
銭
位
と
い
ふ
こ
と
だ
つ
た
。

（
稲
冨
：
五
十
銭
で
す
か
！
）
さ
う
、
現
在
の
逓
信
講
習
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所
の
建
つ
て
い
る
辺
り
で
あ
つ
た
が
、
其
処
は
余
り
賛

成
者
が
な
か
つ
た
。
現
在
の
地
は
山
内
君
が
上
手
に
買

取
つ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
自
分
に
相
談
に
や
つ
て
来
ら

れ
た
の
は
土
地
購
入
後
で
あ
つ
た
」（
七
一
～
七
二
頁
）。

こ
の
遠
山
院
長
自
身
の
回
想
に
よ
る
と
地
所
検
分
に
行
っ

た
の
は
、
山
内
直
丸
（
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
熊
本
教
会
牧
師
）、

遠
山
参
良
（
第
五
高
等
学
校
教
授
）、
福
田
令
寿
（
熊
本
女
学

校
長
、
熊
本
医
学
専
門
学
校
嘱
託
教
授
、
県
医
師
会
理
事
）、
中

原
淳
蔵
（
熊
本
高
等
工
業
学
校
長
）
ら
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ

も
熊
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
及
び
教
育
界
で
要
と
な
っ
て
働

き
、
協
力
し
合
っ
て
い
た
盟
友
で
あ
る
。
ル
ー
テ
ル
教
会
最

初
の
教
育
事
業
で
あ
っ
た
私
立
熊
本
高
等
予
備
学
校
で
も
、

遠
山
は
教
授
陣
に
加
わ
り
中
心
と
な
っ
て
働
き
、
中
原
は
開

校
式
に
臨
席
し
積
極
的
に
協
力
し
て
い
た
。
現
在
の
大
江
村

に
敷
地
が
決
定
す
る
と
、
実
際
に
土
地
購
入
の
手
続
き
に

当
っ
た
の
は
山
内
直
丸
牧
師
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
一
一
月
二
二
日
、

熊
本
市
外
大
江
村
字
本
（
県
立
工
業
学
校
の
南
隣
り
、
騎
兵
隊

連
隊
の
向
隣
り
）
に
約
一
万
坪
の
土
地
を
二
万
五
〇
〇
〇
円

で
購
入
し
た
。
一
坪
二
円
五
〇
銭
で
、
薬
専
裏
の
土
地
の
五

倍
に
な
る
。
前
年
、
ブ
ラ
ウ
ン
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
宛
に

送
っ
た
手
紙
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
一
万
坪
の
土
地
を

五
〇
〇
〇
ド
ル
（
約
一
万
円
）
で
購
入
で
き
る
と
目
論
ん
で

い
た
よ
う
だ
が
、
実
際
の
購
入
額
は
そ
の
二
倍
半
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

買
収
し
た
敷
地
は
辺
り
一
面
桑
畑
で
、
北
西
方
角
に
は
熊

本
製
糸
（
長
野
製
糸
）
の
高
い
煙
突
が
聳
え
て
い
た
。

《O
ffi

ce of the D
ean Kyushu G

akuin

（Lutheran 
M

ission School

）Kum
am

oto,Japan.

》
の
横
封
筒
に

入
っ
て
い
た
「
九
州
学
院
土
地
収
支
報
告
書
」（Statem

ent 
of Kyushu G

akuin Land

）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一

〇
（
明
治
四
三
）
年
四
月
付
け
の
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
の
手
書
き

の
も
の
や
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
の
土
地
購
入
履
歴

ま
で
タ
イ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
文
書
（
ミ
ラ
ー
主
事
か
ホ
ー
ル
ン

宣
教
師
が
作
成
か
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
文
書
に
よ
る
と
、

熊本のミッションスクールのために購入し
た土地の公式報告書



28 ――

明
治
四
二
年
一
一
月
二
二
日
以
後
も
順
次
学
校
敷
地
は
買
い

増
さ
れ
て
い
き
、
現
在
の
敷
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
三
年
四
月
二
六
日
、
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
は
九
州
学
院

の
要
務
を
帯
び
て
ロ
ー
ノ
ー
ク
会
議
に
出
席
す
る
た
め
長
崎

か
ら
帰
米
す
る
が
、
熊
本
を
発
つ
直
前
に
ま
と
め
た
「
熊
本

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
た
め
に
購
入
し
た
土
地
の
公
式

報
告
書
」（
一
九
〇
九
年
一
一
月
一
七
日
～
二
二
日
分
の
手
書
き
）

を
タ
イ
ピ
ン
グ
し
た
文
書
を
帰
米
す
る
際
に
持
参
し
た
と
思

わ
れ
る
。

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
一
一
月
一
七
日
か
ら
二
二
日

ま
で
に
購
入
し
た
土
地
の
全
坪
数
が
九
五
五
一
坪
、
三
件

の
値
引
き
を
含
ん
だ
実
際
の
支
払
総
額
が
二
万
四
三
二
九

円
九
七
銭
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
土
地
の
登
録
料
に

八
〇
三
円
九
三
銭
、
桑
や
肥
し
（
壺
か
）
の
撤
去
費
用
に

五
〇
九
円
七
六
銭
、
代
理
委
託
料
に
四
二
三
円
六
九
銭
掛
か

り
、
総
額
二
万
六
〇
六
七
円
三
五
銭
を
要
し
た
。
支
払
い
は

一
一
月
二
二
日
午
後
一
時
三
〇
分
に
完
了
し
た
。

開
校
の
翌
年
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
末
頃
発
行
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
『
九
州
學
院
要
覧
』（Kyushu G

akuin 
M

em
orial

）
の
「The Property and its C

ost.

」（
資

産
及
び
そ
の
価
格
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
要
覧
に
よ
る
と
、
開
校
時
に
総
額
五
万
五
九
〇
〇
ド

ル
（
約
一
二
万
円
）
程
掛
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
〇
九
年
一
一
月
二
二
日
以
降
に
購
入
さ
れ
た
土
地
物

同表紙返し頁 『九州学院要覧』表紙
〔九學〕の校章が上下逆さまになっている。
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件
も
含
め
て
、
後
に
タ
イ
ピ
ン
グ
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
九

州
学
院
土
地
購
入
物
件
」
の
文
書
に
よ
る
と
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
五
月
一
〇
日
現
在
で
は
、
一
万
一
五
二
二
坪
の
土

地
に
使
っ
た
総
額
が
三
万
九
五
四
七
円
五
二
銭
、
く
わ
の

木
の
撤
去
や
購
入
、
そ
の
他
の
経
費
に
二
六
一
五
円
三
六

銭
掛
か
っ
て
い
る
。
こ
の
購
入
土
地
物
件
の
中
で
注
目
す

べ
き
も
の
が
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
一
月
一
六
日
取

引
分
の
遠
山
参
良
（Toyam

a Saburo

）
の
四
二
五
坪
の

土
地
で
あ
る
。
覚
書
（N

O
TES

）
に
よ
れ
ば
、「
遠
山
氏
は

名
義
上
の
土
地
所
有
者
で
、
学
校
が
土
地
代
を
支
払
い
社

団
（shadan

）
名
で
登
記
で
き
る
ま
で
、
そ
の
土
地
を
期

間
一
〇
〇
〇
年
で
貸
与
し
た
。
二
軒
の
家
を
含
む
土
地
は
、

家
屋
に
掛
か
る
譲
渡
税
を
節
約
す
る
た
め
、
壊
れ
た
も
の
と

し
て
登
録
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
一
〇
〇
〇
年
に
亘
る
貸
与

と
い
う
の
は
、
実
質
的
に
は
寄
贈
で
あ
る
。
四
二
五
坪
の
土

地
と
は
ど
の
土
地
な
の
か
。
資
料
か
ら
検
証
す
る
と
、
九
学

通
り
（
旧
・
県
道
水
前
寺
往
還
）
の
東
側
で
東
門
（
旧
・
正
門
）

前
の
土
地
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
江
教

会
、
キ
リ
ス
ト
教
書
店
ハ
レ
ル
ヤ
、
隣
接
マ
ン
シ
ョ
ン
一
帯

の
土
地
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
帯

は
以
前
い
ず
れ
も
宣
教
師
館
敷
地
で
、
ル
ー
テ
ル
教
会
宣
教

師
社
団
が
所
有
し
て
い
た
土
地
で
あ
る
。
遠
山
氏
の
土
地
が

譲
渡
さ
れ
た
大
正
二
年
一
一
月
一
六
日
以
前
の
「
九
州
学
院

平
面
圖
」（
大
正
二
年
四
月
測
量
）
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
そ
れ
以
後
の
構
内
図
に
は
九
州
学
院
敷
地
と
し
て
明
確

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
推
察
が
正
し
け
れ
ば
、
遠
山
参

良
が
院
長
と
な
っ
て
九
州
学
院
を
開
校
し
た
後
、
遠
山
氏
か

ら
宣
教
師
社
団
に
譲
渡
さ
れ
た
土
地
に
、
宣
教
師
館
（
現
在

は
売
却
さ
れ
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
）
が
建
て
ら
れ
、
大

江
教
会
（
旧
・
九
州
学
院
教
会
）
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

こ
の
土
地
の
他
に
、
正
門
（entrance

）
の
北
側
と
南
側

の
九
学
通
り
に
面
し
た
土
地
も
開
校
後
順
次
買
い
増
さ
れ
、

学
校
敷
地
を
整
え
て
い
っ
た
。

三　

九
州
学
院
設
立
認
可

学
校
敷
地
を
取
得
す
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
一
九
〇
九
年
九

月
二
七
日
に
開
校
し
て
い
た
路
帖
神
学
校
の
運
営
の
傍
ら
、

九
州
学
院
設
立
へ
向
け
本
格
的
に
動
き
だ
す
。
遠
山
参
良
に

相
談
に
行
き
、
あ
る
程
度
院
長
就
任
受
諾
の
感
触
も
得
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
設
立
認
可
申
請
書
な
ど
の
準
備
は
、
山
内

直
丸
牧
師
が
中
心
に
な
っ
て
行
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
熊

本
高
等
予
備
学
校
設
立
の
際
も
山
内
直
丸
は
幹
事
と
し
て
事

務
を
担
当
し
、
路
帖
神
学
校
で
も
実
務
は
山
内
が
担
っ
た
。

「
九
州
学
院
」
と
い
う
校
名
も
申
請
の
際
、
ブ
ラ
ウ
ン
と
相

談
の
う
え
山
内
直
丸
が
付
け
た
よ
う
で
あ
る
。

設
立
認
可
申
請
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
文
書
類
の
う
ち
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「
私
立
学
校
設
立
認
可
禀
請
」
と
「
設
立
要
項
及
設
立
者
履

歴
書
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
私
立
學
校
設
立
認
可
禀
請

明
治
三
十
二
年
勅
令
第
三
百
五
十
號
私
立
學
校
令
ニ
依
リ

學
校
ヲ
設
立
致
候
ニ
付
御
認
可
相
成
度
明
治
三
十
二
年
文
部

省
令
第
三
十
八
號
私
立
學
校
令
施
行
規
則
第
一
條
ノ
事
項
及

設
立
者
履
歴
書
ヲ
具
シ
此
段
禀
請
候
也

明
治
四
十
三
年
一
月
十
日

國
籍　
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
ボ
ル
ジ
ニ
ア
州
セ
ー
レ
ム
街

住
所　
熊
本
縣
熊
本
市
新
屋
敷
町
三
百
八
十
八
番
地

チ
ヤ
ー
ル
ス
、
エ
ル
、
ブ
ラ
ウ
ン

C
harles　

 L.　

 Brow
n

熊
本
縣
知
事
川
路
利
恭
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊
＊

設
立
要
項
及
設
立
者
履
歴
書

一
目
的　
男
子
ニ
中
等
程
度
ノ
普
通
教
育
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ

目
的
ト
ス

二
名
称　
私
立
九
州
學
院

三
位
置　
熊
本
縣
飽
託
郡
大
江
村
字
大
江
四
百
七
十
七
番

地
、
地
所
及
校
舎
ハ
別
紙
圖
面
ノ
通
リ

但
該
地
所
及
校
舎
ハ
当
分
ノ
間
使
用
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本

學
院
敷
地
ト
シ
テ
熊
本
縣
飽
託
郡
大
江
村
字
本
ニ
於
テ
約

一
万
坪
ヲ
買
入
レ
タ
リ
直
ニ
建
築
ス
ル
筈
ニ
テ
其
費
用
約

十
万
円
ヲ
要
ス
ル
見
込
ナ
リ

四
學
則　
別
冊
ノ
通
リ

五
經
費
及
維
持
ノ
方
法

創
設
費
ハ
約
十
万
円
ノ
見
込
ナ
リ

一
年
間
ノ
經
常
費
ノ
豫
算
額
左
ノ
如
シ

一
金
一
万
〇
四
百
円
也　
　
　
　
　
収
入

内
譯

一
金
八
千
四
百
円
也　
　
　
　
　
　
授
業
料

一
金
二
百
円
也　
　
　
　
　
　
　
　
手
数
料

一
金
一
万
五
千
百
四
十
円
也　
　
　
支
出

一
金
一
万
〇
八
百
円
也　
　
　
　
　
俸
給

一
金
千
六
百
円
也　
　
　
　
　
　
　
雜
給

一
金
千
四
百
四
十
円
也　
　
　
　
　
雜
費

一
金
八
百
円
也　
　
　
　
　
　
　
　
修
繕
費

一
金
五
百
円
也　
　
　
　
　
　
　
　
臨
時
費

創
設
費
及
維
持
ノ
不
足
金
額
ハ
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
南
部
福

音
ル
ー
テ
ル
教
會
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ト
、
シ
ノ
ッ
ド
傳
道
局
ノ
寄

附
金
ヲ
以
テ
支
辨
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊
＊

履
歴
書

國
籍　
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
ボ
ル
ジ
ニ
ア
州
セ
ー
レ
ム
街

住
所　
熊
本
縣
熊
本
市
新
屋
敷
町
三
百
八
十
八
番
地

チ
ヤ
ー
ル
ス
、
エ
ル
、
ブ
ラ
ウ
ン

西
暦
千
八
百
七
十
四
年
十
二
月
三
日
生

学
業
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西
暦
千
八
百
九
十
一
年
九
月
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
ボ
ル
ジ
ニ

ア
州
セ
ー
レ
ム
街
「
ロ
ー
ノ
ー
ク
、
カ
レ
ッ
ヂ
」
ニ
入
リ
仝

千
八
百
九
十
五
年
六
月
卒
業
シ
、
バ
ッ
チ
エ
ラ
ー
、
オ
ブ
、

ア
ー
ツ
（
得
業
士
）
ノ
學
位
ヲ
受
ク

仝
千
八
百
九
十
五
年
九
月
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
州
フ
ヒ
ラ
デ
ル
フ
ヒ
ア
市
エ
リ
ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
福
音

ル
ー
テ
ル
神
学
校
ニ
入
リ
仝
千
八
百
九
十
八
年
六
月
卒
業
ス

仝
千
九
百
〇
七
年
一
月
前
記
「
ロ
ー
ノ
ー
ク
、カ
レ
ツ
ヂ
」

ヨ
リ
「
マ
ス
タ
ー
、
オ
ブ
、
ア
ー
ツ
」
學
士
ノ
學
位
ヲ
受
ク

仝
千
九
百
〇
七
年
五
月
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
ヒ
ツ
コ
リ
ー
市
ニ
於
ル「
レ
ノ
イ
ル
カ
レ
ツ
ジ
」ヨ
リ「
ド

ク
ト
ル
、
オ
ブ
、
デ
イ
ビ
ニ
チ
ー
」（
神
學
博
士
）
ノ
學
位

ヲ
受
ク

職
業
・
賞
罰
（
以
下
省
略
）」

こ
の
文
書
類
を
も
っ
て
熊
本
県
知
事
に
対
し
禀
請
が
な
さ

れ
、
次
の
認
可
書
の
と
お
り
明
治
四
三
年
一
月
一
九
日
を

以
っ
て
認
可
さ
れ
た
。
九
州
学
院
は
こ
の
日
を
以
っ
て
、
熊

本
縣
飽
託
郡
大
江
村
字
大
江
四
七
七
番
地
に
設
立
さ
れ
た
。

提
出
さ
れ
た
教
科
課
程
表
は
「
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
」
に

抵
触
し
な
い
教
育
内
容
で
、
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
宗

教
教
育
は
排
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
私
立
学
校
令
」

に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
も
の
の
、
学
院
校
舎
の
形
は
ま
だ
な

く
、
禀
請
書
類
に
添
え
ら
れ
た
「
地
所
見
取
図
」
と
「
建
家

ノ
図
」
は
現
況
の
概
略
図
（
私
立
熊
本
高
等
予
備
学
校
の
概
略

図
と
推
察
さ
れ
る
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
肝
心
の
学
院
長
も

決
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

熊
本
縣
指
令
学
第
一
〇
四
號

國
籍
ア
メ
リ
カ
合
衆
國

住
所　
熊
本
縣
熊
本
市
新
屋
敷
町
三
百
八
十
八
番
地

チ
ヤ
ー
ル
ス
、
エ
ル
、
ブ
ラ
ウ
ン

明
治
四
十
三
年
一
月
十
日
付
禀
請
私
立
学
校
設
立
ノ
件
認

可
ス明

治
四
十
三
年
一
月
十
九
日

熊
本
縣
知
事　
川
路
利
恭
公　
印

設立認可証
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四　

ス
タ
イ
ワ
ル
ト
の
帰
国
と
ロ
ー
ノ
ー
ク
会
議

九
州
学
院
の
設
立
は
認
可
さ
れ
た
も
の
の
、
明
治
四
二
年

秋
か
ら
建
築
に
か
か
り
翌
四
三
年
春
に
開
校
す
る
と
い
う
ブ

ラ
ウ
ン
の
目
論
見
は
当
初
か
ら
崩
れ
、
態
勢
の
建
て
直
し
が

迫
ら
れ
た
。

日
露
戦
争
後
、
日
本
社
会
は
戦
後
恐
慌
に
襲
わ
れ
た
。
日

露
戦
争
の
臨
時
軍
事
費
の
財
源
確
保
の
た
め
政
府
は
多
額
の

国
債
（
内
債
六
億
円
、外
債
七
億
円
、計
一
三
億
一
三
五
四
万
円
）

を
発
行
し
、
総
額
一
七
億
円
以
上
の
借
金
を
抱
え
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
戦
費
調
達
の
た
め
、
地
租
、
所
得
税
、
営
業
税
、

煙
草
専
売
、
塩
専
売
な
ど
を
始
め
、
織
物
消
費
税
、
石
油
消

費
税
、
砂
糖
消
費
税
、
通
行
税
、
相
続
税
な
ど
の
非
常
特
別

税
が
か
け
ら
れ
国
民
は
増
税
に
苦
し
ん
だ
。
甚
大
な
犠
牲
を

払
い
な
が
ら
日
露
戦
争
は
勝
利
に
終
っ
た
も
の
の
、
賠
償
金

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
外
国
債
の
返
済
な
ど

が
重
く
の
し
か
か
り
財
政
を
圧
迫
し
た
。
戦
後
も
戦
後
経
営

の
た
め
、
非
常
特
別
税
は
一
九
一
三
年
ま
で
継
続
さ
れ
国
民

の
負
担
は
続
い
た
。こ
う
し
た
重
税
が
物
価
の
高
騰
を
招
き
、

労
働
争
議
が
相
次
い
で
起
っ
た
。

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
一
月
二
一
日
、
東
京
株
式
市

場
が
大
暴
落
し
、
戦
後
恐
慌
に
陥
っ
た
。
翌
明
治
四
一
年
一

月
三
日
に
は
ア
メ
リ
カ
恐
慌
の
余
波
を
受
け
、
東
京
株
式
市

場
が
再
び
大
暴
落
、景
気
は
完
全
に
沈
滞
し
た
。
熊
本
で
は
、

「
恐
慌
の
な
か
の
不
況
下
で
、
四
〇
年
夏
に
は
春
日
駅
（
現
・

熊
本
駅
）
駅
仲
間
た
ち
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
四
一
年
二
月
一
二

日
に
は
人
力
車
夫
同
盟
会
の
結
成
式
、
こ
の
年
一
〇
月
に
は

熊
本
市
洋
服
縫
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
四
二
年
一
月
二
三
日
に

は
天
草
郡
魚
貫
村
（
現
・
牛
深
市
）
の
鳶
の
巣
炭
鉱
の
不
当

解
雇
反
対
の
争
議
で
、坑
夫
一
〇
〇
〇
余
人
の
暴
動
な
ど
が
」

（
堤
克
彦
『
よ
く
わ
か
る
熊
本
の
歴
史
⑶
』
二
〇
〇
四
年
一
月

一
日
発
行
、
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
五
一
頁
）
起
き
た
。

物
価
の
高
騰
と
と
も
に
、
土
地
や
建
築
資
材
の
価
格
、
労

働
賃
金
も
上
昇
し
、
九
州
学
院
建
設
費
は
ブ
ラ
ウ
ン
が
当
初

想
定
し
て
い
た
額
を
大
幅
に
上
回
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
ず
購

入
し
た
土
地
代
が
、
設
定
額
の
二
倍
半
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
九
州
学
院
建
設
の
募
金
の
訴
え
を
主

な
任
務
と
し
て
、
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
が
一
時
帰
国
す
る
。

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
四
月
二
六
日
、
ス
タ
イ
ワ

ル
ト
家
族
は
長
崎
を
発
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
で
帰
国
の

途
に
着
い
た
。
途
上
六
月
一
四
日
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
宣
教
大
会
（W

orld 
M

issionary C
onference

）
に
臨
席
し
た
。「
こ
の
世
界
宣

教
大
会
は
海
外
伝
道
に
従
事
し
て
い
る
世
界
の
教
会
組
織
が

現
地
の
教
会
指
導
者
を
招
き
、
海
外
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る

教
会
の
設
立
に
関
連
し
た
相
互
協
力
を
世
界
的
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
運
動
と
し
て
受
け
と
め
、
そ
れ
を
最
初
に
論
議
し
た
大

会
で
あ
っ
た
」（『
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
百
年
史
』二
七
頁
）。
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ス
タ
イ
ワ
ル
ト
は
こ
の
大
会
出
席
後
、
七
月
七
日
に
故
郷

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ル
ー
レ
ー
に
帰
着
し
た
が
、
旅
装
を
解
い
て

間
も
な
く
の
八
月
一
七
日
、
同
州
ロ
ー
ノ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

た
三
つ
の
シ
ノ
ッ
ド
・
ボ
ー
ド
代
表
者
会
に
出
席
し
た
。
南

部
一
致
シ
ノ
ッ
ド
か
ら
Ｒ
・
Ｃ
・
ホ
ー
ラ
ン
ド
、
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
カ
ウ
ン
シ
ル
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
・
ド
ラ
、
一
致
デ
ン
マ
ー
ク

教
会
か
ら
は
Ａ
・
Ｃ
・
ニ
ー
ル
セ
ン
が
代
表
と
し
て
出
席
し
、

ス
タ
イ
ワ
ル
ト
は
日
本
の
教
会
を
代
表
し
て
出
席
し
た
。「
こ

の
会
議
は
日
本
伝
道
の
基
礎
を
更
に
強
固
に
し
、
そ
の
発
展

を
期
す
る
た
め
、
日
本
に
於
け
る
伝
道
上
の
財
務
を
統
一
す

る
の
が
目
的
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
三
シ
ノ
ッ
ド
の
日
本
伝

道
は
日
本
に
於
て
は
一
体
と
な
る
こ
と
を
」（『
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
教
会
史
』
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
）
決
議
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
日
本
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
（
九

州
学
院
と
路
帖
神
学
校
）
の
維
持
と
運
営
は
、
三
つ
の
ボ
ー

ド
に
よ
る
共
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
行
な
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
各
シ
ノ
ッ
ド
・
ボ
ー
ド
は
日
本

伝
道
の
た
め
に
年
間
一
五
、〇
〇
〇
ド
ル
を
負
担
し
、
更
に

学
校
設
立
の
た
め
に
二
五
、〇
〇
〇
ド
ル
の
追
加
支
出
が
可

決
さ
れ
た
。

ス
タ
イ
ワ
ル
ト
が
日
本
に
帰
る
と
、「
ロ
ー
ノ
ー
ク
会
議

の
決
定
に
従
っ
て
、
同
年
一
二
月
一
四
日
、
熊
本
で
第
一
回

在
日
宣
教
師
共
同
会
議
が
組
織
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
ブ

ラ
ウ
ン
、
リ
ッ
パ
ー
ド
、
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
、
ミ
ラ
ー
、
ウ
ィ

ン
テ
ル
、
ネ
ル
セ
ン
、
ス
ミ
ス
の
七
名
で
あ
る
。
会
則
が
議

決
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
議
長
、
ス
ミ
ス
書
記
、

ミ
ラ
ー
会
計
を
選
出
し
た
」（『
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
百

年
史
』
二
八
頁
）。

五　

開
校
準
備
と
遠
山
参
良
初
代
院
長
就
任

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
一
月
一
九
日
に
九
州
学
院
は

設
立
が
認
可
さ
れ
た
も
の
の
、
校
舎
の
建
築
と
設
備
が
開
校

予
定
の
四
月
ま
で
に
完
成
し
な
か
っ
た
た
め
、
開
校
を
一
年

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
シ
ノ
ッ
ド
・
ボ
ー
ド
か
ら
の
更
な
る
財
政
支

援
を
請
願
す
る
た
め
に
帰
国
し
た
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
の
成
果
に

期
待
し
つ
つ
、
学
校
施
設
の
建
築
が
進
め
ら
れ
た
。
ス
タ
イ

ワ
ル
ト
が
帰
国
す
る
と
ブ
ラ
ウ
ン
や
山
内
直
丸
の
負
担
が
増

し
た
。
神
学
校
の
運
営
や
授
業
と
並
行
し
て
、
九
州
学
院
建

設
の
膨
大
な
業
務
を
こ
な
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
明
治

三
一
年
一
〇
月
二
日
の
熊
本
伝
道
開
始
以
来
、
一
二
年
に

亘
っ
て
牧
会
、
教
育
事
業
、
紫
苑
会
の
社
会
事
業
な
ど
精
力

的
に
働
い
て
き
た
熊
本
教
会
の
山
内
直
丸
牧
師
が
、
九
州
学

院
設
立
準
備
の
た
め
の
多
忙
も
重
な
り
、
と
う
と
う
疲
労
の

た
め
健
康
を
害
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
山
内
直
丸
一
家
は

明
治
四
三
年
七
月
、
博
多
東
公
園
に
移
り
、
箱
崎
湾
頭
白
砂

青
松
の
裡
で
静
養
す
る
た
め
熊
本
を
去
っ
た
。
ル
ー
テ
ル
熊
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本
教
会
及
び
九
州
学
院
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
と
な
り
、

教
会
で
は
取
り
敢
え
ず
、
前
年
三
月
に
伝
道
者
と
し
て
熊
本

に
来
任
し
て
い
た
鷲
山
誠
信
を
主
任
と
し
て
迎
え
、
伝
道
と

牧
会
に
当
た
ら
せ
た
。

そ
こ
に
ロ
ー
ノ
ー
ク
会
議
の
吉
報
が
届
い
た
。
南
部
一
致

シ
ノ
ッ
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
福
音
教
会
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
カ

ウ
ン
シ
ル
の
三
シ
ノ
ッ
ド
に
よ
る
教
育
事
業
協
約
締
結
と
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
建
設
の
た
め
更
に
二
五
、〇
〇
〇

ド
ル
を
追
加
す
る
決
議
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ボ
ー
ド
の
共
同
支
援
体
制
が
整
っ
た
。
次
は
開
校
へ
向
け
た

九
州
学
院
の
態
勢
づ
く
り
で
あ
る
。

遠
山
参
良
五
高
教
授
が
九
州
学
院
初
代
院
長
就
任
を
受
諾

す
る
の
は
、
こ
の
明
治
四
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン

は
三
顧
の
礼
を
尽
し
て
遠
山
を
初
代
院
長
に
迎
え
た
。
ブ
ラ

ウ
ン
が
遠
山
に
院
長
就
任
を
頼
み
に
行
っ
た
の
は
、
九
州
学

院
の
土
地
購
入
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
遠
山
は
こ
う
回
顧
し

て
い
る
。「最

初
頼
み
に
見
え
た
と
き
は
、
余
り
乗
り
気
も
し

な
か
っ
た
。
然
し
再
三
話
が
あ
る
内
に
長
崎
以
外
に
は

九
州
に
こ
の
種
の
学
校
は
な
か
つ
た
し
、
興
味
が
湧

く
や
う
に
な
つ
た
。
そ
し
て
遂
に
承
諾
し
た
」（『
創
立

二
十
周
年
記
念
誌
』・「
座
談
会 

そ
の
昔か
み

を
語
る
」七
二
頁
）。

遠
山
は
熊
本
高
等
予
備
学
校
開
設
の
際
に
は
教
授
陣
の
中

心
と
な
っ
て
積
極
的
に
支
援
し
、
九
州
学
院
の
土
地
検
分
に

も
立
ち
合
っ
て
い
た
。
母
校
の
鎮
西
学
館
で
教
職
に
就
き
、

第
五
高
等
学
校
で
多
く
の
人
材
を
育
成
し
、
花
陵
会
の
指
導

を
中
心
的
に
担
っ
た
遠
山
で
あ
る
。
熊
本
バ
ン
ド
を
生
み
出

し
た
熊
本
洋
学
校
や
熊
本
英
学
校
が
か
つ
て
存
在
し
た
熊
本

に
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
を
創
立
す
る
意
義
は
充
分
に

認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
人
格
形
成
と
立
志
を

目
ざ
す
青
少
年
期
に
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
よ
る
訓
育
が
必

要
で
あ
る
こ
と
も
知
悉
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
思
い
を
い
つ
し
か
抱
懐
し
て
い
た
こ
と
も
。

ブ
ラ
ウ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
者
・
遠
山
参
良
に
対
す
る
神
か

ら
の
召
命
で
あ
る
か
の
ご
と
く
、
絶
対
的
な
信
頼
を
以
っ
て

院
長
就
任
を
依
頼
し
た
。
謂
わ
ば
遠
山
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
を
通

し
た
神
か
ら
の
召
命
を
拝
受
し
た
の
で
あ
っ
た
。

九
州
学
院
長
就
任
を
受
諾
し
た
遠
山
は
、
同
年
九
月
三
〇

日
に
第
五
高
等
学
校
を
依
願
免
本
官
（
注
・
疾
病
ニ
由
ル
と

記
さ
れ
て
い
る
）
と
な
り
、
講
師
嘱
託
と
な
る
。
官
立
で
相

当
高
い
官
位
の
教
授
職
を
擲
っ
た
私
立
中
学
校
の
院
長
就
任

で
あ
る
。
翌
一
〇
月
か
ら
遠
山
は
、
五
高
で
嘱
託
講
師
と
し

て
英
語
を
教
授
す
る
一
方
で
、
私
立
九
州
学
院
創
立
に
従
事

す
る
。
五
高
が
遠
山
を
離
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
々
五

高
教
授
に
復
帰
す
る
可
能
性
を
五
高
側
が
算
段
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
兎
も
角
、
施
設
の
建
築
工
事
は
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
た
。

翌
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
二
月
に
は
生
徒
寄
宿
舎
が
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竣
工
、
他
に
雨
天
体
操
場
、
院
長
住
宅
、
職
員
住
宅
（
教
頭

宅
と
舎
監
宅
）
も
完
成
し
、
開
校
で
き
る
だ
け
の
施
設
が
ほ

ぼ
整
っ
た
。
ま
た
遠
山
参
良
の
計
ら
い
で
各
学
科
担
任
の
教

師
も
ほ
ぼ
確
定
し
た
。

同
年
三
月
一
八
日
、
遠
山
参
良
（
満
四
五
歳
）
は
正
式
に

九
州
学
院
長
に
就
任
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
（
満
三
七
歳
）
は
主

事
に
就
任
し
、
二
人
の
盟
友
に
よ
っ
て
九
州
学
院
の
支
柱
が

キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
据
え
ら
れ
た
。

後
に
ブ
ラ
ウ
ン
主
事
は
、
あ
る
席
に
お
け
る
テ
ー
ブ
ル
ス

ピ
ー
チ
で
、「
何
か
私
に
成
功
だ
と
自
慢
し
て
よ
い
こ
と
が

あ
り
と
せ
ば
、
そ
れ
は
私
が
九
州
学
院
長
に
遠
山
先
生
を
得

た
こ
と
で
あ
る
」（『
故
遠
山
参
良
先
生
』・
川
崎
升
「
遠
山
先

生
を
偲
ぶ
」
九
八
頁
）
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
正
し
く

九
州
学
院
は
神
に
よ
っ
て
召
命
さ
れ
た
人
に
よ
っ
て
始
ま
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

（
以
下
次
号
）

寄宿舎

雨天体操場

学院長宅


